
販売元

系列会社

製造元

https://ge-one.jp

https://geone.co.jp



気候変動に関する国際的な枠組みとして採択された「パリ協定」、途上国を含む主要排出国すべてが
温室効果ガス削減の行動義務を負い、すべての締約国が削減目標を提出して5年ごとに更新します。
2020年はこの「パリ協定」を実際にスタートする年でもありました。そうした中で注目されるのが、
温室効果ガスの排出実質ゼロを目指す動きです。
そこで弊社では「GE ONE」をゼロエミッション化すべき環境プログラムの「カーボンニュートラル宣言」
を掲げ、「パリ協定」の協賛と「地球の恩恵」を受ける人類として提供させていただいております。

さぁ START !
CARBON

NEUTRALITY

地球温暖化が一因とみられる異常気象が世界各地で発生するなど、
気候変動は国際社会全体が取り組むべきグローバル課題であり、
温室効果ガスの多くの部分を占めるエネルギー分野は気候変動問題と切っても
切り離せない問題です。
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エンジンは燃料を燃焼させて動力に変えています。そこで動力エネルギーをいかに
環境的効率よく燃焼させるか、また高温化された排気ガスによる排気損失で、脱炭素、
燃費向上等々を考えた時にいかに損失を減らすことが重要かになります。

自動車メーカーの技術革新で出力向上が進んでいますが、今でも多くのエンジン排気
口より未燃焼分の燃料が排出され、排出損失となっています。

その一因として、燃料である炭化水素が分子の集合体（クラスター）を作っていて元々
は燃えにくい状態になっていることにあります。

そこで燃料そのものに働きかける燃料活性剤「GE ONE」を添加することにより、
この分子集団を活性化、細分化し酸素との反応が増えることで燃焼が促進され、完全燃焼
状態を施すことにより燃え残りメカニズムが減少し、結果として損失が減りアクセル
レスポンス向上により加速感、パワー向上と燃費の向上につながるわけです。

「GE ONE」と脱炭素、カーボンニュートラル宣言

正確な燃料供給を行う装置であるインジェクター（電子制御）は、高圧縮・高温にさらされ
る事により消耗が激しく燃料状態によりエンジンの吹き上がりが悪くなったり、パワーの低
下や燃料消費が著しくなり、インジェクターの不良にも繋がります。またインジェクター
はコンピューター制御である為、修理交換は専門店の依頼になりコストが掛かります。
「GE ONE」はインジェクターの交換ではなく、燃料活性化洗浄で機能回復させる効果を

促します。
インジェクターは電子制御によってキメ細かい燃料噴射を可能とし、目的に合ったエンジン

の効率を最大限に引き出す燃料供給というエンジンの最も重要な部分です。走行距離が
増えた車両、燃料消費やパワー低下などを感じる場合は、完全燃焼をさせる状態の燃料が
全ての燃焼条件を整える燃料構成を必要とします。そこで、エンジン内部と共にクリーン
環境に特化した商品、それが「GE ONE」であります。

軽油用インジェクターは、気管内直接噴
射式（直噴）であり、ガソリンの場合と
は違い「吸入」時に混合気ではなく空気
のみが吸入され、シリンダー内に軽油を
霧状に噴射し、シリンダー内で自然発火
し強い膨張力を生み出します。

ガソリン用インジェクターは、エンジン
に接続され空気にガソリンを混ぜて効率
よく燃料を供給する装置（燃料の供給を
行う機関）です。

燃料噴射装置（インジェクター）と燃費メカニズム業
界
初
！
燃
料
構
成
を
変
え
る
全
く
新
し
い

『
燃
料
活
性
剤
』で
す
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レギュラー用 ハイオク用 ディーゼル用

業務車両軽油用 船舶漁船A重油軽油用



No Good!
ガソリンに含まれている炭化水素を完全に燃焼させるメカニズム

CO2排気ガス（PM、NOx等々）     環境負担の低減

ディーゼルエンジンに見られる煙の吐く車
燃料噴射装置（インジェクター）の不完全燃焼

CO2/NOx排出だけでなく臭い原因の硫化水素等の削減

ディーゼルエンジン車は排気ガスから窒素酸化物（NOx）という大気汚染物質を排出してしまい、
世界的に厳しく規制される動きが加速しています。

日本でも同様でディーゼルエンジン車の排気ガスをクリーンな状態で排出させるために『尿素
SCRシステム』が採用されています。仕組みはディーゼルエンジンの排出ガス中に存在する窒素酸化物

（NOx）を浄化するシステムで、アンモニア（NH3）と化学反応をさせて無害な窒素と水に分解します。
高品位尿素水（アドブルー）を高温の触媒内に噴射し分解させ、発生したアンモニアガスにより窒素

酸化物を分解します。
『尿素SCRシステム』の浄化作業は、排気ガスに対して常にアドブルーを散布する為、燃料同様に

定期的に補充が必要となります。

ディーゼルエンジン車の『尿素SCRシステム』

アドブルー補給を怠ると ●  法規条件が満たされなくなる
●  エンジンが始動しなくなる
●  エンジントラブルの原因になる
●  外気温がマイナスになると凍結する
   （エンジン始動後にアドブルーが解凍すれば通常通り作動する）

ガソリン（燃料）に含まれる可燃物質を細分融合化し、燃焼を
促進する、いままでになかった構成と取り組みのガソリンサプリ
メント効果。ガソリンエンジン、ディーゼルエンジン、発動発電
エンジンの原動トルクの上昇を促し、スムーズなエンジンシフト
運動を促すことにより結果的に燃費の向上とパワーアップが期待
できます。

ガソリンサプリメント効果（活性剤）

「GE ONE」は燃料に添加すると窒素酸化物（NOx）
等々の数値を下げる効果があります。
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企業間のCO2排出量取引市場のイメージ
政府が目標設定や取引の際の指針をつくる

ジーイーワン・エコチャレンジ事業

GEONEを注ぐだけで地球温暖化防止に参加できます。

環境・人に優しい
公害が減る

豊かな暮らし
より良い日常生活

GE ONEを
燃料タンクに入れる

走行しても
燃費向上・CO2削減

CO2

燃料を入れる回数が減る

貯金ができて
貯蓄を増やせる

車の寿命が伸びる
乗車期間が伸びる

政府は2050年までの温室効果ガス排出の実質ゼロに向け、22年度を目標に企業が排出量
を取引できる新たな市場を創設する方向で調整に入りました。

取引市場では、温室効果ガスの削減努力をした企業が対価を得られるため、さらなる削減
への動機づけとなるでしょう。

国内では脱炭素の取り組みに積極的な企業などの削減量を政府が認証し、他の企業などに
売却しやすくする「J- クレジット」という仕組みがあります。しかし、欧州連合（EU）では
市場に投資ファンドなどが参加し、取引価格の高騰を招いています。日本の新市場では、
取引に参加できるのは自主的にCO2の削減目標を設定した企業に限る方向で、過度な価格
変動が起こらないような仕組みも検討しています。

CDMとJ-クレジットシステム 環境推奨製法特許取得

※2021年3月28日読売新聞オンラインより引用し再編集を行っております。

B社

売
却

元
々
の
排
出
量

削減目標
（企業が設定）

削
減

A社

削
　減

100㌧
多く
削減

目標に
100㌧
足りず

GEONE
ECO

CHALLENGE
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危険物データベース登録確認書

金属試験片浸漬後試験結果

GE ONE 混合時の値

（公）日本自動車輸送技術協会の提出データに基づく

自動車排出ガス規制値

試験結果
10・15モード排出ガス試験

排出濃度の対比

試験項目
既存燃料と
GEONE混合
（g／ km）
（標準添加基準）

既存燃料
100%

（g／ km）

CO 0.016 1.02

HC 0.006 0.366

NOx 0.041 0.202

CO2 171.0 195.0

※芳香族分を
　除いた数値 135.0 140.0
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